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L型水路工 L=66.2m（右岸） L型水路工 L=9.6m（右岸）
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工 事 年 度

工  事  名 鎗 巻 川 護 岸 整 備 工 事

工 事 箇 所 小 郡 市 　 立 石 　 地 内

図  面  名

縮 　 　 尺 図 示 図 面 番 号

小 　 郡 　 市

令 和 ７ 年 度

平 面 図

底版コンクリート工 L=6.7m（右岸）

護岸嵩上げ工 L=6.7m（右岸）

底版コンクリート工 L=25.2m（右岸）

護岸嵩上げ工 L=25.2m（右岸）

平面図 S=1/4 0 0

縮 小 図 （ 原 図 A1）
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SD345、＠150

工 事 年 度

工  事  名 鎗 巻 川 護 岸 整 備 工 事

工 事 箇 所 小 郡 市 　 立 石 　 地 内

図  面  名

縮 　 　 尺 図 示 図 面 番 号

小 　 郡 　 市

令 和 ７ 年 度

L型水路

吸出し防止材

水抜穴（Φ50）

敷モルタル

2
0
00

20 2
0
0

20
01
0
0

基礎コンクリート

100670
基礎栗石

※ウィープホールは、2.0mに1箇所Φ50mmを河道中心に設置すること。

L型水路（No.0+6.7～No.0+19.9）

ウィープホール

底版コンクリート

1
0
0 2
0 2
00

2
00

0
2
0
0

基礎コンクリート敷モルタル

水抜穴（Φ50）

吸出し防止材

L型水路

5.0

名　　称 単位数量規　　格

 基面整正

 基礎栗石

 基礎コンクリート

 型枠

 敷モルタル

 底版コンクリート

 主鉄筋

 配力筋

 ウィープホール

50～150mm

18-8-40 W/C≦60%

1:3

24-8-20 W/C≦55%

SD345、D13、＠250

Φ50

10ｍ当たり

0.1

m2

m2

m3

m3

m3

kg

kg

個

 削孔 孔

m2

Φ18、55mm

0.1

26.5

26.5

4.5

159.2

120.0

敷モルタル

1
0
0

2
0
0
20 2
0
0

吸出し防止材

L型水路

ウィープホール

2
0
00水抜穴（Φ50）

名　　称 単位数量規　　格

 基面整正

 基礎栗石

 基礎コンクリート

 型枠

 敷モルタル

 底版コンクリート

 主鉄筋

 配力筋

 ウィープホール

底版コンクリート

50～150mm

18-8-40 W/C≦60%

1:3

24-8-20 W/C≦55%

SD345、D13、＠250

Φ50

10ｍ当たり

27.6

27.6

2.8

1.0

0.1

4.7

159.2

5.0

m2

m2

m3

m3

m3

kg

kg

個

Φ50 削孔 120.0 孔

m2

基礎コンクリート

ウィープホール

底版コンクリート

5.0

名　　称 単位数量規　　格

 基面整正

 基礎栗石

 基礎コンクリート

 型枠

 敷モルタル

 底版コンクリート

 主鉄筋

 配力筋

 ウィープホール

50～150mm

18-8-40 W/C≦60%

1:3

24-8-20 W/C≦55%

SD345、D13、＠250

Φ50

10ｍ当たり

0.1

m2

m2

m3

m3

m3

kg

kg

個

 削孔 孔

m20.2

0.0Φ18、55mm

底版コンクリート

ウィープホール

1
00 2
0 2
00

2
00

0
2
00

L型水路

吸出し防止材

水抜穴（Φ50）

5.0

名　　称 単位数量規　　格

 基面整正

 基礎栗石

 基礎コンクリート

 型枠

 敷モルタル

 底版コンクリート

 主鉄筋

 配力筋

 ウィープホール

50～150mm

18-8-40 W/C≦60%

1:3

24-8-20 W/C≦55%

SD345、D13、＠250

Φ50

10ｍ当たり

0.1

m2

m2

m3

m3

m3

kg

kg

個

 削孔 孔

m2

Φ18、55mm

32.9

32.9

0.1

5.9

※底版現場打ち部は、伸縮目地を10mに1箇所程度設置すること。

※ウィープホールと鉄筋が干渉する場合は、ウィープホールを優先すること。

※底版現場打ち部は、伸縮目地を10mに1箇所程度設置すること。

※ウィープホールと鉄筋が干渉する場合は、ウィープホールを優先すること。

※ウィープホールは、2.0mに1箇所Φ50mmを河道中心に設置すること。

※底版現場打ち部は、伸縮目地を10mに1箇所程度設置すること。

※ウィープホールと鉄筋が干渉する場合は、ウィープホールを優先すること。

※ウィープホールは、2.0mに1箇所Φ50mmを河道中心に設置すること。

※底版現場打ち部は、伸縮目地を10mに1箇所程度設置すること。

※ウィープホールと鉄筋が干渉する場合は、ウィープホールを優先すること。

※ウィープホールは、2.0mに1箇所Φ50mmを河道中心に設置すること。

3.4

218.9

120

2.7

3105

（平均）

No.4+18.1～No.5+7.7

3221

（平均）

No.0+6.7～No.0+19.9

（平均）

3854

（平均）

L型水路（No.4+18.1～No.5+7.7）

基礎栗石
100670

基礎栗石
100670

基礎栗石
670 100

敷モルタル 基礎コンクリート

No.0+19.9～No.2+5.9 No.2+5.9～No.3+12.9

3958

45.2

45.2

4.5

6.7

238.8

503.5 576.2

L型水路（No.0+19.9～No.2+5.9） L型水路（No.2+5.9～No.3+12.9）

604.1 483.7

構 造 図

配力筋（D13）　

SD345、＠250　

主鉄筋（D16）

配力筋（D13）　

SD345、＠250　

主鉄筋（D16）

配力筋（D13）　

SD345、＠250　

主鉄筋（D16）

主鉄筋（D16）

SD345、＠250　

配力筋（D13）　

Ｌ型水路構造図 S=1/5 0

SD345、＠150

SD345、＠150SD345、＠150

SD345、D16、＠150 SD345、D16、＠150 SD345、D16、＠150 SD345、D16、＠150

縮 小 図 （ 原 図 A1）
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3358

現地盤　▽8.620

既設護岸

境
界

既設護岸

名　　称 数量 単位

m2

m2

m2

既設護岸

名　　称 数量 単位

m2

m2

m2

名　　称 数量 単位

m2

m2

m2

No.0+6.7

▽10.870
▽11.34

河床　▽8.829

No.0+19.9

左岸

名　　称 数量 単位

m2

m2

m2
▽11.46

▽8.810

No.0

▽10.25

▽10.83

河床　▽8.865

▽11.28

▽10.19

1:
0.
5

埋戻(流用土)

右岸

3561

1:0.5

▽9.803

埋戻(流用土)

右岸

河床　▽8.965

左岸

既設護岸

左岸

▽10.41

▽10.66

右岸

右岸

1:
0.
5

埋戻(流用土)

1.2

2.8

3.7

2.3

3.5

3033

既設護岸

埋戻(流用土)

埋戻(流用土)

境
界

境
界

境
界

境
界

境
界

現地盤　▽8.730

現地盤　▽8.700

▽10.19

1:
0.
5

基礎栗石

基礎コンクリート

0.2

m2

m2

 床掘_右岸

 埋戻(流用土)_右岸

 埋戻(流用土)_左岸

 床掘_左岸

3.0

3.6

m2

m2

 埋戻(流用土)_右岸

 埋戻(流用土)_左岸

 床掘_右岸

 床掘_左岸 2.7

3.3

土工

土工

土工

 掘削_右岸・左岸

 床掘_右岸

 埋戻(流用土)_右岸

土工

 掘削_右岸・左岸

 床掘_右岸

 埋戻(流用土)_右岸

 掘削_右岸・左岸

 掘削_右岸・左岸

左岸

0.0

3.5

3.7

0.3

▽10.43
▽10.66

▽11.03

▽10.83

単位名　　称 数量

m2

m2

m2

単位名　　称 数量

m2

m2

m2
▽11.21

▽11.05 ▽11.34

1:
0.
5

埋戻(流用土)

左岸

河床　▽9.110

3250

左岸

河床　▽9.013

既設護岸

▽11.32
m2

m2

m2

単位数量名　　称

▽11.43

▽10.79▽10.77

埋戻(流用土)

右岸

河床　▽9.083

左岸

▽11.08

右岸

既設護岸

既設護岸

既設護岸

3.6

3.5

3046

既設護岸

境
界

境
界

境
界

境
界

境
界

境
界

現地盤　▽8.832

現地盤　▽8.940

1:
0.
5

2.4

No.3+12.9

No.4+18.1

No.5+7.7

土工

土工

土工

 掘削_右岸・左岸

 床掘_右岸

 埋戻(流用土)_右岸

 掘削_右岸・左岸

 床掘_右岸

 埋戻(流用土)_右岸

 掘削_右岸・左岸

 床掘_右岸

 埋戻(流用土)_右岸

1.9

右岸

▽11.30

▽10.38

既設護岸

▽11.01

▽10.76

1:
0.
5

3.7

埋戻(流用土)1:
0.
5

1:0.5

▽10.20

▽11.31

1:
0.
5

境
界

4355

1.7

3.1

3.6

3.7

2.9

3.1

横　断　図（その1）

土工 S=1/5 0

工 事 年 度

工  事  名 鎗 巻 川 護 岸 整 備 工 事

工 事 箇 所 小 郡 市 　 立 石 　 地 内

図  面  名

縮 　 　 尺 図 示 図 面 番 号

小 　 郡 　 市

令 和 ７ 年 度

横 断 図

縮 小 図 （ 原 図 A1）

No.2+5.9
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工 事 年 度

工  事  名 鎗 巻 川 護 岸 整 備 工 事

工 事 箇 所 小 郡 市 　 立 石 　 地 内

図  面  名

縮 　 　 尺 図 示 図 面 番 号

小 　 郡 　 市

令 和 ７ 年 度

横 断 図

左岸

河床　▽9.013

既設護岸

▽11.32

3186

現地盤　▽8.832

基礎栗石

基礎コンクリート

底版コンクリート工

0.4

0.2 m2

m2

単位数量名　　称

 基礎コンクリート

 基礎栗石

No.3+12.9

基礎コンクリート

基礎栗石

1:
0.
5

▽10.19

右岸

▽10.66

▽10.41

左岸

既設護岸
▽8.810

▽11.46

既設護岸

名　　称 数量 単位

m2

m2

底版コンクリート工

 基礎栗石

 基礎コンクリート 0.1

0.2

No.0

10
0

2
00

m2 m20.4 0.2 掘削  掘削

▽10.66
▽10.43

▽11.30

既設護岸

2
00

1
0
0

▽11.01

▽10.76

▽11.43

▽10.79▽10.77

河床　▽9.083

左岸

▽11.08

既設護岸

3046

既設護岸

現地盤　▽8.940

基礎栗石

基礎コンクリート

現地盤　▽8.620

3033

右岸

▽10.25

左岸

河床　▽8.829

▽11.34
▽10.870

既設護岸

既設護岸
基礎コンクリート

基礎栗石

2
00

10
0

2
00

1
0
0

▽10.83

0.3

底版コンクリート工

名　　称 数量 単位

 基礎コンクリート m2

 基礎栗石 m2

0.2

No.0+6.7

m20.2 掘削

No.4+18.1

0.2

単位数量名　　称

底版コンクリート工

 基礎コンクリート

 基礎栗石 0.4 m2

m2

m20.3 掘削

横　断　図（その2）

底版コンクリート工 S=1 / 5 0

縮 小 図 （ 原 図 A1）
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側　面　図

No.0～No.0+6.7

6700

100 250 20@300=6000 250 100

▽10.83

▽10.66

▽10.43

▽10.25

No.0+6.7

断　面　図

No.0

200

配力筋（D10）

1:
0.
3

2
3
0

5
0

13
0

1
0
0

1
8
0

269

 SD345

 SD345、@300
差筋アンカー（D13）

▽10.43

200

 SD345、@300
差筋アンカー（D13）

58
0

▽10.25

1
:0
.
3

5
0

1
00

53
0

5
0

差筋アンカー（D13）
 SD345、@300

200

1:
0.
3

275

2
5
0

配力筋（D10）
 SD345

1
00

15
0

2
0
0

配力筋（D10）
 SD345

25
0

23
0

▽10.76

No.3+12.9

373

50

 SD345、@300
差筋アンカー（D13）

1
:0
.
3

29
0

1
00

2
40

287

▽10.79

200

No.4+18.1

配力筋（D10）
 SD345

1
90

5.6

名　　称 規　　格

 コンクリート

 型枠

 差筋アンカー

 配力筋

 削孔

SD345,D13,@300

SD345,D10

Φ15,L=55mm

護岸嵩上げ工（No.0～No.0+6.7）

No.0

0.5 1.7

11.2

- -

No.0+No.0+6.7 No.0～No.0+No.0+6.7

m2

kg

孔

kg

m3

単位

数　　量 平　　均

23（合計）

10mあたり

4.6 11.6

6.0 17.6 11.8

 1.1

 8.1

 8.4 5.6

名　　称 規　　格

 コンクリート

 型枠

 差筋アンカー

 配力筋

 削孔

SD345,D13,@300

SD345,D10

Φ15,L=55mm - -

m2

kg

孔

kg

m3

単位

数　　量 平　　均

0.6

5.6

0.7 0.7

5.6

85（合計）

10mあたり

5.0

護岸嵩上げ工（No.3+12.9～No.4+18.1）

No.3+12.9～No.4+18.1No.3+12.9 No.4+18.1

6.6 8.0 7.3

5.8 5.4

S = 1 / 1 0

縦 S = 1 / 1 0　 横 S = 1 / 4 0

護岸嵩上げ工　詳細図

No.3+12.9～No.4+18.1

25200

82@300=24600100 200 200 100

▽11.08
▽11.01

▽10.79▽10.76

既設護岸 既設護岸 既設護岸 既設護岸

図  面  名

縮 　 　 尺

小 　 郡 　 市

図 面 番 号図 示

工 事 年 度

工  事  名

工 事 箇 所

鎗 巻 川 護 岸 整 備 工 事

小 郡 市 　 立 石 　 地 内

令 和 ７ 年 度

側 面 図 ・ 断 面 図

縮 小 図 （ 原 図 A1）

24-8-20 W/C≦55% 24-8-20 W/C≦55%
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